
ナプテクノロジーが生んだ 1液囃輔剛鍵イ泊型 耐久コート剤

Nan◎ (CurⅨ◎us 食品衛生法基準適合
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[ナ ノクリアス ]

「ナノクリアス」は、アルコール溶斉」が短時間で蒸発し、ガラス成分が空気申の水分と

反応してガラス薄膜層を形成します。耐磨耗性や防汚性などの機能性を向上させるだけで

なく、施工性にもすぐれ、メンテナンスも簡単です。

纂

。高い浸透力で軽く塗り延ばすだけ
。乾燥時間が早いので効率∪P
・簡易塗工、簡易工具
。1液でそのまま塗工

。耐磨耗性、耐溶斉」性、防汚性、耐久性、美観向上

。ワックス塗りなどは一切不要

・着色塗装面の上から簡単にコート可能

。本が呼吸できる塗料

。従来のウレタン塗装よりもすべりにくい結果に

=

。食品衛生法基準適合
・シックハウス対策(F☆☆☆☆)



隕 ナノクリアスの特徴
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-1回 目 2回 目 罐絣 3回 目

ヽ

岬

一

通常の手入れは、乾拭きでOK!ワ
ックスも不要で丸 傷がついても簡

単に研磨し、ナノクリアスを再含浸
塗工すれば色ムラの無い表面にも
どりますD

木材表層部に無機ガラスが含浸さ
れる事で防汚性、耐溶剤性、耐久

性など、従来仕上げでは得られな
かった高い機能が得られま丸

従来仕上げより容易に塗れ、ムラの

無い塗工ができま丸 塗工設備も不

要、一般の道具で簡単に塗工でき
ます。塗工時間、乾燥時間も短く、
施工性が向 Lしま丸

木目(導管)もオープンに仕上がり
自然な風合い。本の表面発色が際
立ちま丸 しかも木に優しい通気性
もあり、オイルステイン・着色の下地
処理と併用も可能で丸

鞭 メン|

方法 :ナラの試験体に水を接して吸収させ、経過時間
ごとの残水量を測定(JIS A 5422準拠)

サンカレ①:ナノクリアス塗工あり
サンプ,レ②:ブランク
結果:2時間経過後
①ナノクリアス塗工あり 25mm減水
②ブランク 80mm減水
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経過時間における残水高
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方法:各種塗料を塗工後のチーク試験体に、薬品を15分
間接して表面状態の変化を観察よ(吸収媒体法)

サンプル①:ナノクリアス塗工   |
サシプル②:含浸オイルフオ■ッシュ塗工 ほ―か2種
結果:ナノクリアス以外の塗料で
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概観|の1変化があり
薬品への耐性はみられなからた:チノタリアス
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鰈 商品比較評価試験
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●基材の乾燥
ナノクリアスは、空気中の水蒸気と反

応して硬化しますので、基材表面に

水分が無い状態で塗工を実施してく

ださい。基材の下地に塗装を施した

場合においても充分に乾燥してから

塗工してください。

●表面の平滑化

表面を#240～ 400のサンドペー
パーで軽く研磨してケバや汚れを取
り、平滑にしま丸
●ほこり、木粉の除去
基材表面のほこりや導管内の本粉は、

掃除機やマイクロフアイバー布など

で、きれいに除去します。導管内に本

粉があるとそのまま一緒にガラス化
してしまいますので注意してください。

●塗工について
八ケやモップ等の工具で塗工します。

毛足の短いモップを使用すると比較

的均―な塗工が可能です。八ケで塗

る際には、厚くならないよう塗り延ば

して下さい。また、液こばれが無い

ように、よくきってから塗工してくだ

さい。

●塗工のコツ
ー層目は含浸の状態が均―になる

ように充分な液を塗ってください。約
15～ 30g/m2が 目安です。
●塗工後の養生について

塗工後は、塗工表面が空気に触れ、
できれば空気の流れがある場所で、

硬化が進むまで養生します。塗工基

材どうしを重ねたり、接触させない

様にしてください。塗工後表面は、1

時間～3時間程度で乾燥します。

●二層日、三層目の塗工をする場合
一層目の表面の乾燥後、#800程
度のサンドペーパーで軽くケバを取
り平滑にしてください。その後、掃除

機やマイクロファイバー布などで研

磨くずを充分に除去し一層目と同様
の方法で、含浸塗工します。

●塗工のコツ
ニ層目、三層目の含浸量は、一層目
より少なく約8～ 20g/m2です。ァ
ルコール分が揮発しますので、若干
の濡れ状態で完了するときれいに仕
上がります。塗工回数を重ねると使
用量は少なくなります。材料密度に

関係しますので材料に応じて回数を
ご判断ください。
●塗工後の養生について

乾燥時間は、一層目よりも長くなり、
2～4時間程度です。最後の塗工が
終わってから1日以上の養生をして

ください。

各タイプいずれもツヤ有りで現
ツヤ消しやUVカ ット(日焼け止め)、 防カビ対応を
ご希望の方は事前にご相談下さい。

※予告なしに仕様を変更する場合があります。
※ナノクリアスを使用される前に必ず別紙「使用上 。安全上の注意」をよく読んで

正しくお使い下さい

※万一、本製品の使用に関し損害等が生じた場合でも、一切保証・弁償等は致して
おりません。
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いた雑中、化学雑巾などで乾拭きしてください。

汚れが落ちにくい場合は濡れ雑中で汚れを除去し、その後

乾拭きで水気をlltき取ってください。

木目に汚れが入っているなど、汚れがひどく落ちにくい時は

中性洗剤を浸したマイクロファイバー布などで、汚れを除去し

てください。水気はすく
゛
拭き取ってください。

※強アルカリ洗剤は使用しないでください。

ガムや食べ物による汚れは、表面を傷つけないようにペーパ

ーナイフなどでおおまかに取り除いた後、市販のスプレーク

リーナーなどで完全に除去してください。

マジックや絵の具などのひどい汚れは、塗料用シンナー、ラッ

カーシンナーなどの溶剤をマイクロフアイバー布に含浸させ

拭き取ってください。

万一、本製品の使用に関し損害等が生じた場合
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